
施工要領書

2023年1月版



施工前確認

○現場における作業上の注意を遵守してください。

○ＨＡＴＯＣＯＴの納入・受入の確認

①指定した製品であるか？

②損傷がないか？

③以下の付属部品が揃っているか？

本数はタイプにより異なります。

※レベルアンカー及びＬ型アンカーは改修工事

などの後施工では使用できません。

※レベルアンカー(ロングタイプ)は特注付属部品

となります。発注時に御指定ください。

出荷時に差替えます（ﾚﾍﾞﾙｱﾝｶｰ通常品は

出荷いたしません）。

※専用スリーブはオプションとなります。
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○現場調達品の確認

アンカー

既設スラブに設置する場合、通常付属品のＬ型アンカー、レベルアンカーは使用できません。

オールアンカーまたはカットアンカーなどを別途ご用意ください。

シーリング材

中間ユニットと下部ユニットの接続前に使用します。

変成シリコーンシーリング材をご推奨します。

○揚重について

ハトコットは重量物ですので、揚重および水平移動の際は、落下事故に

十分に注意してください。

揚重機を使用する際には、現場での労働安全衛生規定を遵守してください。

※一点吊はクラックを起こす可能性がありますので、やめてください。

※ハトコットの一側面のみの玉掛はクラックを起こす可能性がありますので、やめてください。



施工手順 Ⅰ.下部ユニットの設置

①配筋工事完了後、スリーブ位置を決め、下部ユニットを設置します。

②下部ユニットの四隅の孔にレベルアンカーを設置し、レベル調整を

します。さらに、Ｌ型アンカーを設置します。

設置位置につきましては、４ページをご参照ください。

※付属のアンカーは下図の通りです。

規格外を必要とされる場合は、現場調達にてお願い申し上げます。

対処法としましては、以下が考えられます。

㋐スペーサー等にて高さ調整をする。

㋑レベルアンカーの場合、W1/2の適正な長さの全ネジボルトを

現場にて調達し、差替える。

㋒形鋼等を利用して形鋼にハトコットを固定する。
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③コンクリートを打設します。

※ユニットの表面は養生するようにしてください。

コンクリートの養生後、防水工事となります。

防水工事を行う前に、以下の工事が必要です。

㋐レベルアンカーおよびＬ型アンカーボルトが、

下部ﾕﾆｯﾄのアンカー孔から飛び出している場合は

カットしてください。

㋑ハトコット下部ﾕﾆｯﾄのアンカー孔はモルタルで

埋めてください。

・下部ユニット設置の際は、落下事故に

十分気を付けてください。

・作業に当たっては、現場における

労働安全衛生規則に準じて行って

ください。

防水工事におけるお願い。

防水の押えはハトコット下部ﾕﾆｯﾄの上面で

行ってください。



施工手順 Ⅱ.ハトコット中間ユニット・上部ユニットの設置

- 3 -

①防水工事完了後、下部ﾕﾆｯﾄの上に、

中間ﾕﾆｯﾄを 載せます。

②付属の中間ﾕﾆｯﾄ固定ﾎﾞﾙﾄを設置

して、中間ﾕﾆｯﾄを下部ﾕﾆｯﾄの上に、

固定します。

③左図のように、中間ﾕﾆｯﾄと下部ﾕﾆｯﾄ

の隙間をｼｰﾘﾝｸﾞ材（推奨：変成ｼﾘｺｰﾝ）

にて埋めます。

※ｼｰﾘﾝｸﾞ材は現場にてご用意願います。

・中間・上部ユニット設置の際は、落下事故に十分気を付けてください。

・作業に当たっては、現場の労働安全衛生規則に準じて行ってください。

④付属の上部ﾕﾆｯﾄ固定ﾎﾞﾙﾄを設置して、

上部ﾕﾆｯﾄを中間ﾕﾆｯﾄの上に、固定します。

※全てのﾎﾞﾙﾄ差し込み、仮締めしてから、

本締めをするようにしてください。

片側、中心からきめてしまうと、ﾎﾞﾙﾄ孔が

ずれてしまう場合があります。

詳細はP.18、P.24参照。



施工手順Ⅲ．付属品ボルト設置位置
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参考として、Ｐ－０型における付属品の設置位置は下図の通りです。

下部ユニット

レベルアンカー

上部ユニット

上部固定ボルト

Ｌ型アンカー

上部ユニット固定ボルト

上部ユニット

中間ユニット

下部ユニット

中間ユニット固定ボルト

レベルアンカー



施工手順Ⅳ．中間ユニットの設備開口について

ハトコットの中間ユニットは４面が開口可能ですが、抜き面の有効寸法は、

カタログ、または本書P.18付録．製品仕様をご参照ください。
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①コンクリート厚30㎜以上が穿孔可能な乾式コア抜き電動工具(回転式◎、振動式×)

などにて丁寧に穿孔してください。

②一面にて複数にわたる配管を取り出す場合、取り出し貫通孔間の寸法は、

５０㎜以上確保してください。

③中間ユニットの外表面は防水処理を施してあります。

中間ユニットの配管取り出し口、スリーブ、開口部などは十分な防水処理を

施してください。

ﾏｰｷﾝｸﾞや、開口後の器具設置までの浸水防止のためにﾊﾄｺｯﾄ中間ﾕﾆｯﾄにﾃｰﾌﾟ等を

貼る場合は、紙製のﾏｽｷﾝｸﾞﾃｰﾌﾟ等をご使用ください。

布製・ﾋﾞﾆﾙ製の粘着ﾃｰﾌﾟのご使用は、防水塗膜を剥ぐおそれがあります。

また、紙製のﾏｽｷﾝｸﾞﾃｰﾌﾟ等でも、ﾃｰﾌﾟを剥がす際は防水塗膜をはがないようにください。



施工手順Ⅴ．ＶＷ－Ⅱ型の連結
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ＶＷ－Ⅱ型の連結は以下の通りです。

つなぎ目をモルタルでふさぐ。

連結ボルトで固定する。

つなぎ目をモルタルでふさぐ。

①下部ユニットにレベルアンカー、Ｌ型アンカーを設置し、VW-Ⅱ型を連結ボルトで連結します。

②突合せ部にできるつなぎ目の隙間はモルタルでふさぎます。

③防水工事を行います。

④中間ユニット・上部ユニットを固定します。



施工手順Ⅴ．ＶＷ－Ⅱ型の連結
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防水工事（別途）仕上 事例

①シート防水仕様

②アスファルト防水仕様

※防水工事につきましては、別途工事となります。

必ず、専門工事業者様へご確認頂けますよう、お願い申し上げます。

③塗膜防水仕様

塗膜防水につきましては、立ち上がり工法にて塗布してください。



注意
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●「ＨＡＴＯＣＯＴ」をクレーンなどで揚重する場合は、ナイロンスリングを使用してください。

中間ﾕﾆｯﾄのみを揚重する際に、上部ﾕﾆｯﾄ固定ボルト孔にボルトを差し込んで

吊上げることはやめてください。

●上部ユニットの固定ボルト（付属）は、ワッシャーとガスケット（付属）を必ず入れて

適切に締め付けてください。

●中間ユニットと下部ユニットの間は、必ずシーリングしてください。

●配管取り出し貫通孔間の寸法は、５０㎜以上確保してください。

コンクリート厚30㎜以上が穿孔可能な乾式コア抜き電動工具(回転式◎、振動式×)

などにて丁寧に穿孔してください。

●中間ユニットの配管取り出し口、スリーブ、開口部などは十分な防水処理を

施してください。

●結露が予想される箇所では、内側に断熱材を装着してください。

●中間ユニットの外表面は防水処理を施してありますので、傷つけないように

注意してください。マーキング等にはマスキングテープをご使用ください。

●「ＨＡＴＯＣＯＴ」はセメントモルタル製品ですので、経年変化によりクラックが

入ることがあります。その場合は速やかに補修し、適切な塗装を行ってください。

●「ＨＡＴＯＣＯＴ」周辺に雨水が滞留しないように水勾配をとり、適切な排水ドレンを

設けてください。

●「ＨＡＴＯＣＯＴ」本体にロープをかけたり、上部に乗ったり、重量物を載せたりすることは

絶対におやめください。

●上部ユニットを取り外す際は、強風で飛ばされないよう十分に注意してください。

●強風により屋上点検口が突然閉まり、指などを挟んだり、点検口が損傷したりする

恐れがあります。

また、点検口を開けたままでその場を離れるのは大変危険ですので、十分に注意

してください。

●「ＨＡＴＯＣＯＴ」本体(上部ユニット)には、工場出荷時に耐候性シールが貼られて

おります。このシールは安全のため剥がさないでください。



付録．参考納まり図
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シート防水（非歩行用）の納まり

デッキプレートスラブ①

施工上の注意

①あくまでも一例ですが、アングルはハトコットの重量に耐えうる厚さを選定してください。

アングル設置箇所においては、アングルとデッキプレートの溶接が必要となります。

デッキプレート上にハトコットの寸法＋αにて鋼板設置も可。

②防水押えにつきましてはあくまでも一例です。

ハトコット下部ユニットの内側に巻き込み押えで固定しても構いませんが、中間ユニットとの

固定用ボルト穴を埋めないようにしてください。

③必ず、内部への浸水防止の為、中間ユニット設置後にシーリング材等にて防水塞ぎをしてください。
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シート防水（非歩行用）の納まり

デッキプレートスラブ②

施工上の注意

①コンクリートの面位置が足りない場合、

現場にてW1/2の全ネジボルトを調達し、

備え付けのレベルアンカー用のボルトを

交換してください。

また、デッキプレートスラブ①のような

施工をお願い致します。

②防水押えにつきましてはあくまでも一例です。

ハトコット下部ユニットの内側に巻き込み押えで固定しても構いませんが、中間ユニットとの

固定用ボルト穴を埋めないようにしてください。

③必ず、内部への浸水防止の為、中間ユニット設置後にシーリング材等にて防水塞ぎをしてください。
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アスファルト断熱防水の納まり

鉄筋コンクリートスラブ

①アスファルト断熱における納まりにつきましては、あくまでも一例です。

保護コンクリート ……………… 図ではシンダーコンクリートに相当。

立上り保護（乾式工法） ……… 図ではアスファルト成形板に相当。

伸縮目地 …………………… 図では緩衝剤に相当。

②防水押えにつきましてはあくまでも一例です。

ハトコット下部ユニットの内側に巻き込み押えで固定しても構いませんが、中間ユニットとの

固定用ボルト穴を埋めないようにしてください。

③必ず、内部への浸水防止の為、中間ユニット設置後にシーリング材等にて防水塞ぎをしてください。
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シート防水（非歩行用）の納まり

ＡＬＣスラブ

①現場調達品のボルトにつきましては、W1/2のサイズとなります。

②補強材アングルバーにつきましては、適正サイズを現場にて調達願います。



- 13 -

シート防水（非歩行用）の納まり

既存鉄筋コンクリートスラブ

①ハトコット設置箇所に墨出しの上、アンカーを打設します。

※アンカーは現場にて調達願います。

M12またはW1/2のサイズとなります。

ネジ長はハトコットに隠蔽部分20㎜＋安定的なナット・ワッシャの締位置のものとなります。

強度的に適正なものをご採用ください。

※ハトコット下部ユニットにて位置決めし、アンカー打設する場合、

M10のサイズにて、ハトコット下部ユニットのアンカー孔を損傷させないようにしてください。

②ハトコット下部ユニットを設置し、ボルト締めし、躯体と固定してください。

アンカーのボルトがハトコット下部ユニットから露出する場合は、露出しているボルトを切断する

ようにしてください。

※ボルト切断時はハトコットを損傷させないようにしてください。

③ボルト孔をモルタルで埋め、さらに、勾配のためモルタルを盛り付けた後、防水工事を行ってください。



アスファルト露出防水の納まり

既存コンクリートスラブ
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①ハトコット設置箇所に墨出しの上、既存鉄筋コンクリートの 斫りを行ってください。

防水施工が施されている場合は、きちんと縁切りを行ってください。

②ハトコット設置箇所に墨出しの上、アンカーを打設します。

※アンカーは現場にて調達願います。

M12またはW1/2のサイズとなります。

ネジ長はハトコットに隠蔽部分20㎜＋安定的なナット・ワッシャの締位置のものとなります。

強度的に適正なものをご採用ください。

※ハトコット下部ユニットにて位置決めし、アンカー打設する場合、

M10のサイズにて、ハトコット下部ユニットのアンカー孔を損傷させないようにしてください。

③ハトコット下部ユニットを設置し、ボルト締めし、躯体と固定してください。

アンカーのボルトがハトコット下部ユニットから露出する場合は、露出しているボルトを切断する

ようにしてください。

※ボルト切断時はハトコットを損傷させないようにしてください。

④ボルト孔をモルタルで埋め、さらに、勾配のためモルタルを盛り付けた後、防水工事を行ってください。



付録．製品仕様 ＶＷ-Ⅱ型
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※利用配管本数の目安表示は専用スリーブ(ｵﾌﾟｼｮﾝ)使用時での最大本数。穴あけ寸法はP.18、部品図はP.24をご参照ください。
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付録．スリーブガイド
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付録．結露について

結露が予想される箇所では、ハトコット上部ユニットの隠蔽側に断熱材を装着してください。

さらに、隠蔽内のスラブ面にも防水処理をはかるようにしてください。

結露が発生した場合は、好天の日に、上部ユニットを外し、HATOCOT隠蔽部のスラブ面、

HATOCOT内面、および上部ユニットを乾燥させてから対策を施してください。

事例①コンクリート残留施工水による結露

HATOCOTにて隠蔽されたスラブ面に残留施工水が発生する場合があります。

HATOCOTの周囲は防水処理が行われているが、HATOCOT隠蔽部のスラブに

防水処理が行われていないため、発生したと考えられます。

特に、屋上階下で熱源があった場合に起こります。

(対策)

熱源が想定される場合は、HATOCOT下部ユニット設置後、HATOCOT隠蔽部のスラブ面に

防水処理を行うことをお奨めいたします。

事例②配管に保温処理がされていない。

配管から発生した結露がHATOCOT隠蔽部にたまる。

(対策)

結露が起り得る配管には、必ずHATOCOT隠蔽部の配管に保温処理を施してください。

事例③HATOCOT隠蔽部内で通気管を解放している。

通気管から排出した水蒸気が原因。

(対策)

通気管をHATOCOT内部で開放することは原則禁止です。

HATOCOT中間ユニットを開口して通気を取ってください。

お問い合わせについて
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